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ト
ピ

ツ
ク
ス

登
下
校
時
の
見
守
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

防
犯
、
見
守
り
は
地
域
の
安
全
、安
心
づ
く
り
の
一
環

～
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集
中

～

飯
山
南
小
学
校
の
児
童
が
安
全

・
安
心

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
見
守
り
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〔防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

・

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

・
立
哨
見
守
り
な
ど
〕

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
防
犯
パ
ト

□
―
ル
隊
員
の
活
動
は
１８
年
に
わ
た
り
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
活
動
は
、

児
童
の
登
下
校
時
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社

会
の
安
全

・
安
心
づ
く
り
に
も
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
は
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
老
人
グ
ラ
ブ
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
部
会
員
な
ど
が
関
わ
り
、
児
童
の

下
校
時
に
同
行
す
る
防
犯
パ
ト
回
―
ル
、

パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回
広
報
、
登
校

時
の
立
哨
指
導
、
部
会
員
に
よ
る
あ
い
さ

つ
運
動
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
善
意
と
学
校
の
努
力

が
評
価
さ
れ
、
令
和
元
年
度
に
は
、
南
小

学
校
が

「学
校
安
全
功
労
者
団
体
」
と
し

て
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
首
相
官
邸
に
て

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
は
、
校
内
の

取
り
組
み
や
地
域
の
見
守
り
活
動
の
積
み

重
ね
の
成
果
で
あ
り
、
児
童
の
安
全
確
保

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
治
安
維
持
に
も
貢

献
す
る
防
犯
対
策
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ま
す
。

【見
守
り
活
動
の
実
施
状
況
】

◆

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に
よ
る

下
校
時
の
見
守
り
活
動

・
週
１
回

（水
曜
日
）
、
午
後
３
時
の

一

斉
下
校
時
に
実
施

（年
間
約
２０
回
程
度
、

学
校
の
日
程
表
に
基
づ
く
）
。

。
学
校
を
中
心
に
１０
方
面
に
分
か
れ
、
拠

点
か
ら
集
落
ま
で
児
童
の
下
校
に
同
行

し
、
見
守
り
を
行
う
。

・
老
人
グ
ラ
ブ
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護

者
な
ど
で
構
成
。
現
在
、
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
は
６５
名
に
減
少
し
て
い
る
の
で
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

ダ
ー
ま
で
。

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回
広
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
国
に
、
広
報

車
で
安
全
な
下
校
を
呼
び
か
け
る
。

・
広
報
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
会
員
が

交
代
で
担
当
し
、
道
行
く
人
々
か
ら
温

か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆

立
哨
指
導

（定
点
見
守
り
）

・
車
の
交
通
量
が
多
い
場
所
で
の
立
哨
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

ｏ
八
坂
神
社
前

ｏ
寺
井
交
差
点

ｏ
吉
馴
医
院
前

ｏ
松
本
花
店
前
交
差
点

ｏ
北
岡
、
四
反
地
国
道
信
号
地

◆

あ
い
さ
つ
運
動

・
毎
月
の
小
学
校
第
１
登
校
日

（午
前
７
時
～
フ
時
５。
分
）
に
実
施
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
６
部
会
員
が

交
代
で
担
当

（セ
ン
ダ
ー
開
設
時
よ
り

継
続
）
。

。
実
施
場
所

ｏ
小
学
校
正
門

ｏ
裏
門

ｏ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
西
南

ｏ
バ
イ
パ
ス
市
道
五
反
地
沖
線
交
差
点

・
地
域
全
体
で
協
力
し
、
効
果
を
高
め
る

た
め
、
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

防
犯

・
見
守
り
活
動
は
地
域
活

動
の

一
環
で
す
。　
一
人
ひ
と
り
が

無
理
な
く
、
で
き
る
銅
囲
で
楽
し

く
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
活
動
は
、
地

セ

勒
駒
狡
麓

メ
ど

Щ

受

「

新 の

奪

学
期
も
始
ま
り
ま
す
。
交
通
事
故

や
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

。
遭
わ

せ
な
い

「法
の
郷
づ

く
り
」
を
、

皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で

築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

懇
ふ静

‐ 玉

丸亀市川西町1280番地¬

TEL 0877‐ 57‐2411

篇豊嶋建設卸

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 1

フリーダイヤ,レ 0120‐ 197‐007
(イ代表 087フー98-3131)

出
宅地建物取引

(売買・賃賞)

緊大和地所
代表取締役 香 〕‖芳 文

丸亀市飯山町下法軍寺3フ94

TEL 0877‐ 98日2626
TEL 08フフ‐98日237¬
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栄
養
士

・
保
健
師
の
健
康
相
談

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
・検
尿
。栄
養
相
談

【国
時
】
３
月
１９
国
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

【間
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
感
謝
の
集
い

南
小
児
童
の
下
校
時
に
同
行
し
、
児
童
の

安
全
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
「防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
感
謝
の

集
い
が
催
さ
れ
ま
す
。

【日
時
】
３
月
５
日
（水
）
１４
時
４５
分
～

【場
所
】飯
山
南
小
学
校
運
動
場

【対
象
】防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

生
一た
）
習

ク
ラ
ブ

一ソ
フ
ナ
ニ
コ
ワ
カ
フ
ラ
ス
ダ
ジ
オ

私
た
ち
は
踊
る
こ
と
が
大
好
き
な
集

ま
り
で
す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
通
し
て
礼

儀
、知
識
、知
性
を
学
び
な
が
ら
、
い
つ
ま

で
も
若
々
し
く
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
国
々
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
て
い
ま
す
。

【日
時
】月
２
回
　
第
１
・第
３
土
曜
日

‐４
時
～
１６
時
３。
分

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ

多
目
的
室

【申
込
・間
合
】奥
山

０

９

０

１

２

８

２

５

１

８

８

４

９

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

【定
員
】
４００
名
程
度
　
【参
加
料
】
‐００
円
（申
込
時
）

【申
込
・問
合
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

【申
込
期
間
】
３
月
１
日
（土
）
～
４４
日
（金
）

※
１
位
～
３
位
・Ｂ
Ｂ
営
な
一ぁ
り
ま
す
。ま
た
参
加

者
全
員
に
う
ど
ん
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
必
ず
チ
ラ
ン
（地
図
）
を
持
参

く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度

生
涯
学
習
語
座
受
講
生
募
集

※
申
込
用
紙
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

に
あ
り
ま
す
。

桜
を
愛
で

一
緒
一

【日
時
】
３
月
３０
日
（日
）

９
時
～

４２
時

【受
付
】
８
時
２０
分
～
９

法
の
郷
に
こ
に
こ
会

多
加
自
ロ

【内
容
〓

一障
先
生
の
音
楽
療
法

～
楽
し
く
歌
っ
て
大
笑
い
し
ま
せ
ん
か
～

融
暢
撒
分し、
峙

【場
所
】多
目
的
室
　
　
　
　
　
　
　
―‐
ゞ

第
３
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

《東
小
川
北
コ
ー
ス
》

水
辺
の
楽
校
公
園
　
春
の
芽
ぶ
き
と

桜
咲
く
神
社
の
杜

ウ
オ
ー
ク
（６
ｋｍ
）

～
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
あ
り

‐
Ｉ

一コ
「Ｏ
コ
一，コ
〕
雪
０
コ

‐１

丑発旨自分の命を守るためにυ 留釧!男子バスケットボール部

飯山こども園

では、いつ起こ

るか分からない様々な

災害に備え、毎月、避難

訓練を行つています。

今月は、職員室から火

災が発生したという設

定で行いました。火災

を矢□らせる放送が流れ

ると動きを止め、耳を傾ける子どもたち。放送から状況を

把握すると、保育者の周りに集まり煙を吸わないように□

と鼻を押さえ、身を低くしています。その姿から、訓練を重

ね身を守る行動が身についてきていることを実感します。

他にも、防災の紙芝居を見たり、避難時の『おはしも』の約

束を確認し合つたりして防

災意識を高めています。命

は一つ。その大切な命を守

るのは自分自身であるこ

とを伝えていきたいと思

います。

適動日:平日4日間と休日のどちらか

場 所 :飯山中学校体育館   部員数 :8名

僕たち男子バスケ部は、
「県大会出場」を目標に、一日

―日を大切に、毎日一生懸命

練習を頑張つています。

男子バスケ部は、全員が助

愁gどどど昆正デ己莫「拿乞く い

で第二の兄弟のような存在です。練習を積み重ねていく

中で、個人の課題が見つかり、先生方にしつかりと指導し

てもらいました。そして、試合ではその成果を発揮するこ

とができました。

これからもチームとしての国標を

達成できるように、いま行つている

すべての練習内容を理解し、国標に

対しての練習ができるように、一生

懸命取り組んでいきます。飯山

中男子バスケ部の応援をどう

ぞよろしくお願いします。

正一ル
くく( Yeti 〉〉〉

ハ
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

子
育

て
ひ
ろ
ば

「た
ん
ぽ
ぱ
」
は
、
平

成
２４
年
４
月
に
東
小

川
児
童
セ
ン
ダ
ー
内

に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
そ

の
前
年
の
「
一
つ
の

中
学
校
区
に

一
つ
の

子
育
て
ひ
ろ
ば
を
」

と
い
う
丸
亀
市
か
ら

の
呼
び
か
け
で
す
。

開
設
当
初
は
、
月
躍

日
～
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
５
時
間
の

渇
動
で
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
す
べ
て
の
曜
日
に
開
所
し
、　
一

年
中
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
家
族
の
た
め

の
居
場
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

た
ん
ぱ
ぱ
ル
ー
ム
で
は
「親
子
ふ
れ
あ
い

遊
び
」
を
提
供
し
た
り
、
ス
ダ
ッ
フ
も
含
め

専
門
家
を
招
い
て
の
「子
育
て
相
談
日
」
を

設
け
た
り
、
自
由
感
の
あ
る
「た
ん
ぱ
ぽ
サ

ロ
ン
」
を
開
く
な
ど
、
‐５

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

を
と
り
つ
つ
曜
日
交
替

で
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室
で
の
「七
タ

ま
つ
り
」
や
「
グ
リ
ス
マ

ス
〈
至
な
ど
の
季
節
の
イ

Ｌ
Ｅ
Ｂ
レ
み

盤
動
す

石

は
た
な
た

一

「気
軽
に
集
え
る
子
育
て
の
居
場
所
を
」

地
域
子
育
て
ひ
ろ
ば
た
ん
ぽ
ぽ

盈p■壊ηF4■のつ。めど題春じ粕汗4

ベ
ン
ト
や
、
「チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
」
と
称
し
て
、
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
と
少

し
の
時
間
離
れ
て
手
芸

な
ど
に
挑
戦
し
、
子
ど
も

た
ち
は
ス
タ
ツ
フ
と
週

ご

す

と
い
う
活

動

も

行
っ
て
い
ま
す
。

「た
ん
ぱ
ば
」
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「実
家
に

帰
っ
た
よ
う
に
ホ
ツ
と
で
き
る
子
育
て
の
居

場
所
を
つ
く
ろ
う
！
」
で
す
。
実
家
や
故
郷

は
永
遠
の
オ
ア
シ
ス
、
想
う
だ
け
で
心
が
癒

さ
れ
る
場
所
の
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
も
、
「あ
の
小
さ
か
っ
た
子
が
、
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
な
っ
て
訪
れ
て
く
れ

た
」
と
嬉
し
く
な
っ
た
り
、保
護
者
だ
っ
た
方

が
◆
で
は
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
通
っ
て
く
れ

た
り
し
て
、
歴
史
を
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
近
隣
に
は
、
子
育
て
の
援
助
が
得
ら
れ
に

く
い
県
外
出
身
の
親
子
も
多
く
、
そ
の

方
々
の

一
助
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
時
代
が
進
ん
で
も
育
児
に
近

道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
か
ら
連
綿
と
続
い
て

き
た
伝
承
文
化
と
し
て
の
子
育
て
の
良
さ

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
私
た
ち
は
専
門
職
と
し

て
の
経
験
値
を
活

か
し
、　
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
う
丁

寧
な
対
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
誰
も
が
気
軽
に

集

え
る

「
た
ん
ぱ

ぱ
」
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地域子育てひろばたんぽぽ
(東」WII児童センター内)

TEL・ FAX:98-1238
申込み方法 :直接「たんぱ1刊 にて

利用登録をしてください。

利用料は1か月につき300円です。

守乖夕豆〔

講 史

《横
潮
神
社
》

出
社
殿
西
向
き
，正
面
参
道

【
讃
留
霊
王
伝
承
霊
ｉゴ
げ
・ξ
ズ

斌ユ
　
　
車乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
横
潮
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４
十
五
‐
③
】

《盤
婦
神
神
洋
貴
よ
こ
し
お
じ
ん
じ
ゃ
し

鎮

座

地
　
坂
出
市
福
江
２
６
フ
ア
番
地

蕪
不　
　
神
　
天
照
大
御
神
（横
潮
大
明
神
）

神
社
由
緒
　
【讃
留
霊
記
（さ
る
れ
い
き
と
に
よ
れ
ば
、里承
行
天
皇
の
時
代
（西

暦

列
～

‐３０
年
頃
＼
坂
出
沖
に
往
来
の
船
ご
と
飲
み
人
間
ま
で
も

飲
み
込
む
大
き
な
悪
魚
が
現
れ
て
人
々
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

●
讃
留
霊
王
は
景
行
天
皇
の
命
令
で
悪
魚
退
治
に
八
十
八
人
の

軍
兵
と
立
ち
向
か
い
し
と
こ
ろ
が
悪
魚
の
毒
で
全
員
死
ん
だ
よ
う

に
気
絶
し
ま
し
た
。
悪
魚
と
軍
兵
は
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
、

そ
の
浜
へ
一
人
の
童
子
が
壺
に
入
っ
た
霊
水
を
持
っ
て
き
て
軍
兵

に
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
忽
ち
全
員
が
生
き
返
り
蘇
生
し
ま
し
た
。一塁

子
は
即
ち
横
潮
大
明
神
で
あ
ろ
う
。
【弥
蘇
場
の
水
伝
説
】

参
考
文
献
ヽ
香
川
縣
神
社
誌
≡
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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易
・
送
小
行

絆
業

ゴ

リ
ラ
研
究
を
上
野
動
物
園
の

機
関
誌
に
投
稿

（１
）

２
０
０
１
年

１２
月
１
田
発
行
の
上
野
動

物
園
機
関
誌
に
ゴ
リ
ラ
研
究
の
寄
稿
を
し

た
。
一生
れ
は
、財
団
法
人
東
京
動
物
協
会
の

定
期
刊
行
物
「ど
う
ぶ
つ
と
動
物
園
」
で
あ

る
。
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
５
年
生
の
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、
「ば
く
の
ゴ

リ
ラ
体
験
記
荒
内
容
と
し
て
は
、ゴ
リ
ラ

研
究
の
き
っ
か
け
、文
口
動
物
園
（６
園
）
を

訪
間
し
て
の
気
付
き
、
訪
間
し
た
動
物
園

一
覧
表
、
ま
と
め
が
い
き
い
き
と
し
た
文

章
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
め
に
は
、
み

ち
ひ
ろ
さ
ん
の
思
い
や
願
い
が
明
確
に
記

さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

4



瑳の押FづЦり
麟

さ。い
~n° ~S。
卜o

1月 12日 (日 )、

丸亀市綾歌総合文化会館

(アイレックス)にて

「二十歳の成人式」が開催されました。

法
の
郷
づ
く
り

。
ふ
れ
あ
い
交
流
室

十歳

令和 7年 丸亀市二十歳の成人式 飯山南校区  令和 7年 1月 12日

O
蜘鵡螂中ｍ

4書
′

3月 19日 (水 )
40B寺 30分-11日寺
『はるがきたよ』
～絵本の読み間かせと

パダパダカードを作ろう～

3月 13日 (木 )
10時30分-11日寺30分

3月 15日 (上)10B寺30分～ 11時 30分
『ミニミニ猫ちゃんとヘビ君を作ろう!』

募集人数:10名 (予約制),ドレや軍手が、
参 カロ費:110円    可愛Ll三二三二

マスコットに変身 !

ヽ)i夕
'i夕

すると絵がかわります歩

囀
r

5

3月 15日 (土)11時 ～11時45分

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに「ハ、れあい交流室だよリビを掲載しています。

HANZANMINAMI CO′7M∪ NITY MAGAZINE No 432(20253】

●′S、らっと下ea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

0朝市。フリーマーケット 1  1
3月 22日 (土 )
10日寺-12日寺
地元農家さんの新鮮野菜・

多肉植物・季節の飾り物など

0パンの販売〔にじいろベーカリー〕

3月 49日 (水 )
10時半～

,=を '→ .

V

牟争

日

轟静

《呼

轟 牟 牟  牟牟牟牟

3月 12日 (水 )
9日寺-10日寺
参力□費 :300円

締切 り:3月 フ日 (金 )

活

用

班

話
一
T



‐

軍圭赤淋
1

ベストショット
待ってま～す♪

縦の本イル蒸し
包んで蒸し焼きにすることで鮭はふっくら柔らかく
バダーとレモンの香り豊かにいただけます。

■材料 (2人力
＼
)

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

網:(80g)…
椎茸 ……
えのきだけ
しめじ・・中●

青ネギ……

レタス・…・

ミニトマト

■作り方

酒  …………
塩 …………
バター………

ポン酢………

アルミホイ)レ
レモン輪切り

………大2
中●少々
・… 10g
………ノ」ヽ2
30cm× 2
… …2枚

2切れ
…20g
…20g
…20g
2g
少々
2イ固

0鮭に塩と酒を/S、る。椎茸はスライス、えのきだけ、しめ
じは石づきをとる。青ネギは小□切りにする。
②アルミホイルにバターを塗り、鮭ときのこ類を入れホイ
ルを閉じる。
フライパンに②と水100mtくらい入れ、フタをし
15分ほど蒸し焼きにする。
、ミニトマト、③を盛り付け、ホ

りをのせ、

054
諏訪 重乃さん

メンバーズタウン讃岐富士

人当たりが良く明るく気さくなお人柄。相田みつをさ

んの詩が好きな諏訪さん。早朝のウォーキングが日課

の82歳の方です。

24年前に娘さん家族と共に、高松から飯山町に。当

初は知人もなく不安でしたが、10年ほど前に民生委員

の方から勧められてコミュニティ主催のいきいき講座

に参加。8年前には「健康チャレンジ、四国を歩こう」に

挑戦。以来両方とも続けているそうです。お蔭で交流

のもてるたくさんの矢□人ができ、1年を通して歩くこと

が生き甲斐になつていると。特に健康チャレンジでは毎

年四国―周を達成して認定証は8枚にも。

早朝の清々しい空気の中を、讃留霊王さん、八坂さ

ん、八幡さんの3神社に手を合わせ、日々の幸福に感

謝しながら、これからも四国―周の認定証 10枚を目指

して、頑張りたいと笑顔で話されました。

デ1貫
^煤

、i ぺ|‐ F Si、 デ,|11!十「.心

0応募メールアドレス

図 hannan・ c@mf.pikara.nejp

なにやら大きなバスみ

たいな車が南保育所に

やってきました。移動図書

館のかめまる号です。月に

一度南保育所とコミュニ

ティにやって来ます。車の

中にはなんと3干5百冊の

本を積んでいるそうです。

さあ、子どもたちはどの子

も目を輝かせバスに乗り

込み、お気に入りの本を探します。

さて、せっかくですから中を覗いてみましょう。子ど

もたちの絵本から、お料理の本や推理小説まで、手に

取つてみたいと思うような本がたくさん。利用するに

は丸亀市立図書館利用カードが必要ですが、このか

めまる号でも手続きができますよ。そうそう住所のわ

かる運転免許証などを忘れないでください。

かめまる号が来る国はコミュニティだよ

No.

。一度覗いてみてはいかがでしょう。

こ来る日は3月 13日 (木)10日寺30分

傷綽床ゲツト

HANZANMINAMI COA/1A/1UNITY MAGAZINE No 13212025 3】   6



全 ，〕
せんたト ９

ロ
rノ 攀t

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
の
時
期
は
寒
暖
差
や

気
圧
変
動
の
影
響
に
よ
り

ａ
・
　

瀧

榔
軒
謎

鋲

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
、

体
調
不
良
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
頭
痛

や
だ
る
さ
と
い
っ
た
症
状
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
自
律
神
経
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
よ
う
に
、
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
、
心
身
の
不

調
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

生
活
だ
よ
り

虐
待
通
報
デ
イ
ヤ
ル
「１
８
９
」

虐
待
か
も
と
思
っ
た
時
な
ど
に
、
す

ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通
告

。
相
談
が
で

き
る
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。
通

告

。
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
通
告

。
相
談
を
し
た
人
、
そ
の
内

容
に
関
す
る
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

２４
時
間
つ
な
が
り

ま
す
。r

静

/

健

康

だ

よ

り

r)

つくうてあそば !!《グラフト教室/ダンボール
でマイフォトフレームをつくろう》(要申込)

9日 (日)…運動遊び「ジャンジヤン」であそぼう(要申込)

12日 (フk)…避難・消火訓練
13日 (本)…ツボ押しと体操

トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんぽt甜と共催)
19日 (水)・・・出前講座「じどせんのおねえさんといっしよ」

(飯山南コミユニテイセンダーで)
22日 (土)・・・ファンダジー《倉il作紙芝居》
26日 Ok)…移動図書館「かめまる号」がやつてくる

B02,‖虫Tch

3日 (月 )・ "ひなまつり

6日 (木)・・・親子体操
8日 (土l…図書館うさぎ

【4月初めの行事】
3日 (木)・・・親子体操
5日 (土)"・マザーグース

189
いち はやく

丸
亀
市
消
防
団
　
第
７
分
団

目
■

第
７
分
団
は
、
飯
山

南
地
区
に
上
法
軍
寺

・

下
法
軍
寺

。
東
小
川
の

大
字
ご
と
の
小
隊
が
あ

り
ま
す
。
丸
亀
市
で
行

う
消
防
訓
練
大
会

（写

真
）
、
年
末
警
戒
、
春

の
防
火
訓
練
に
参
加
す

る
ほ
か
、
地
元
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
飯

山
南
コ
ミ
呈

一テ
ィ
主
催
の
地
元
自
治
会
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練

。
消
火
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
飯
山
南
小
学
校
５
年

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練

の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
身
を
守
る

「消
防
技
征

や
、
火
を
消
す
技
術
、
安
全
に
□
―
プ
を
結

ぶ
技
術
、
洪
水

を
防

ぐ
技

術
、

心
肺
蘇
生
法
な

ど
、
消

防

団
で

は
、
災

害

に
よ

る
ピ
ン
チ
を
切
り

抜
け
生
き
る
た

め
の
技
術
を
学
べ

ま
す
。
少

し

で

も
興
味
の
あ
る

方
の
ご
参
州
を

心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【お
間
い
合
わ
せ
】

丸
亀
市
消
防
団
事
務
局

ａ
０
８
７
７
１
２
５
１
４
０
０
３

・
警

静

叢
交
番
だ
よ
出

日
■

日

日
日

日

竃
話
会
社
や
警
察
宮
を
隔
る

不
審
電
話
に
注
意
Ｗ

電
話
会
社
や
警
察
宮
を
踊
る
者
か
ら
、

Ｏ
あ
な
た
の
電
話
は
、

ま
も
な
く
停
止
さ
れ
る
。

Ｏ
あ
な
た
の
電
話
や
回
座
が

悪
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
捜
査
に
協
力
し
て
欲
し
い
。

Ｏ
捜
査
の
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
る
必
要
が
あ
る
。

と
い
っ
た
電
話
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
電
話
を

切
っ
て
、家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
よ
う
な
電
話
は
、
特
殊
詐
欺
の
予
兆
電

話
で
す
。

警
察
が
キ
ャ
ン
ン
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
当
た
り
の
な
い

国
際
電
話
や
非
通
知

設
定
か
ら
の
着
信
は

無
視
し
ま
し
ふ
つ
。

丸
亀
警
察
署
ａ

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
全
♯
９
１
１
０

フ   HANZANA/11NAA/1i COA/1MUNITY MAGAZiNE No 13212025 3】



ω
掲載ページ

お
パンの日

叫
かめまる号

>1邑く

青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

・ 丸亀市第敬 地域福祉計画・地域福祉活動計画

住民座談会            >E=
>題Rく

休館日

・ あいさつ運動 (総務環境美化部)
・ いきいき講座閉講式  ・ 健康相談0 >Eく
●じどせんのおねえさんといっしょ電匪)   ‐

19o
春分の日

体館日
>E 《

>屋 〔

>1已く

20o

22●

23(〕

・ 朝市・フリーマーケットD

17o 休館日

18●

1、0

20

30

4●

50

66

ア0

・ 防犯パトロール隊感謝の集いdD    É〔 210 ・ 介護予防のための体操教室

80 ・ 法の郷にこにこ会ロ 240 体館日

90 ・ 健康ウォーク・ペタンク 25●

100 休館日 260

11● 27●

12● ●ふらつとTea Time d区 〕 28(多

13● Lw    29 0

140 30(3 。第3回ウォークラリー(東小,Iロヒコース)1回の

150 ・ 法ちゃんくらぶ o お 310 体館日

160 ●にじいろカフェ紅山 4/ 1●・私の健康アップ募集開始
4/220・ 第1回飯山南地区連合自治会長会

春

の
択

災

予

防

週

間

―
―
―
―
―
―
コ

飯
山
南
地
区
自
治
会
の
会
員
の
皆
様
、
特

に
自
治
会
長
の
皆
様
に
は
、地
区
内
の
取
り
ま

と
め
や
コ
ミ
塁

〓
ア
ィ
渚
動
へ
の
ご
協
力
を
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
代
々
の
会
長
様
に
も
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

合
併
後
、
市
の
行
政
区
域
は
広
く
限
定
的

で
、地
域
課
題
へ
の
対
応
な
ど
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
自
治
会
の
皆
様
方
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、香
川
県
は
令
和
５
年
度

自
治
会
加
入
率
５
６
・
３
％
、
丸
亀
市
は

４
６
・４
％
、私
た
ち
の
地
域
は
５
６
・５
％
で

年
々
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
要
因
は
役
員
の

な
り
て
不
足
、昔同
齢
化
、
近
所
付
き
合
い
の
希

薄
化
な
ど
で
、社
会
的
孤
立
が
進
む
現
代
の
課

題
で
す
。

地
域
に
は
フ
自
治
会
が
あ
り
、多
く
が
３。
世

帯
未
満
の
小
規
模
自
治
会
で
運
営
の
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「高
齢
で
単
身
世
帯
の

た
め
脱
会
し
た
い
」
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
〈フ
ま
で
地
区
で
活
動
し
て
き
た
皆
さ

ん
、
一⊂
れ
か
ら
の
日
々
の
暮
ら
し
は
、必
要
に
応

じ
て
遠
慮
な
く
お
世
話
を
受
け
ま
し
よ
う
。

ま
た
、ゴ
ミ
置
き
場
の
掃
除
当
番
や
自
治
会

運
営
費
に
併
せ
て
お
願
い
し
て
い
る
日
本
赤

十
字
会
員
募
集
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど

は

一
部
還
元
さ
れ
地
域
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、自
治
会
の
寄
り
合
い
は
減

少
し
、
回
覧
板
の
み
の
や
り
と
り
が
増
え
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
気
心
の
知
れ
た
顔
の
見
え
る

関
係
が
大
切
で
す
。
隣
近
所
の
つ
な
が
り
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
お
寄
り
さ
ん
な
ど
集
会
の

意
義
を
改
め
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

/石 れヽあいブ¬レンダー 3月

令和7年

CO卜 11ヽ ,ど Ni‖ Ciとを:卜「,ヽ F

自
治
会
諸
活
動

感
謝
申
ｋ
あ
げ
ま
す

地
域
の
様
子
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